
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：約60項目
問題あり：3件
要確認：5件
問題なし：52件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

人名・読み仮名

記載内容：「加藤明良（かとう・あきよし）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式プロフィール、Wikipediaで確認

記載内容：「加藤浩一氏」（父親、元水戸市長）
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipedia、第三者メディア記事で父子関係を確認

記載内容：「岡田広氏の後継候補」
検証結果：✗誤り
正しい情報：岡田広氏は2021年11月に引退表明したが、死去していない
根拠・出典：岡田広のWikipediaで2021年11月18日に次期参院選不出馬を表明と記載

出身校

記載内容：「専修大学商学部を卒業後」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipedia

記載内容：出身高校について記事中では詳細記載なし
検証結果：△要確認
正しい情報：茨城県立勝田工業高等学校
根拠・出典：Wikipedia、参議院公式サイト
注：一部の第三者サイトで「水戸桜ノ牧高校」との誤情報があるが、公式情報では勝田工業高校が正しい

役職・組織名

記載内容：「第2次石破内閣で経済産業大臣政務官兼内閣府大臣政務官」
検証結果：✓正確
根拠・出典：首相官邸公式サイトで2024年11月11日発足の第2次石破内閣名簿に記載

2. 数値情報  

生年月日・年齢

記載内容：「1968年茨城県水戸市生まれ」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトで「昭和43年2月7日茨城県水戸市生まれ」と記載（1968年=昭和43年）



任期・経歴年数

記載内容：「秘書として18年にわたり永田町の現場を支えました」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトで平成4年10月より平成19年7月まで狩野安公設秘書、平成19年7月より平成22
年10月まで長谷川大紋公設秘書と記載（1992年10月～2010年10月＝約18年）

記載内容：「県議時代の任期約11年」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイトで平成22年12月当選、令和4年4月まで3期11年と記載

国会発言統計

記載内容：「発言回数10回、発言総文字数37,308字」
検証結果：△要確認
理由：国会議員白書からの引用とされているが、具体的な数値の確認ができなかった

3. その他の重要な事実関係  

政務官就任時期

記載内容：「2024年11月には第2次石破内閣で経済産業大臣政務官兼内閣府大臣政務官に抜擢」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipedia、日本経済新聞で第2次石破内閣は2024年11月11日発足と確認

旧統一教会との関係

記載内容：「2018年11月に統一教会系イベント『孝情ファミリーフェスティバル』に参加」「2019年5月には
統一教会関連団体の集会で挨拶」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipediaで詳細な日付とイベント名が記載されている

記載内容：「加藤氏は自らのブログ記事からその集会出席に触れた一文を削除しました」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipediaでブログ記事削除について言及

選挙結果

記載内容：「2022年7月の第26回参院選で初当選を果たしました」
検証結果：✓正確
根拠・出典：参議院公式サイト、Wikipediaで令和4年7月10日当選と記載

委員会所属

記載内容：「参議院経済産業委員会や災害対策特別委員会、憲法審査会などに属し」
検証結果：△要確認
理由：具体的な所属時期や現在の所属状況の詳細確認が必要

改善提案  



修正が必要な箇所  

1. 重大な誤り: 「故岡田広氏の後継候補」→「岡田広氏の後継候補」（岡田広氏は存命）

追加確認が推奨される情報  

1. 国会発言回数・文字数の具体的な数値
2. 現在の委員会所属状況の詳細
3. 父親の加藤浩一氏の生年（記事では1942年生まれと推測されるが要確認）
4. 出身高校の正確な名称確認（勝田工業高校で正しいが、一部で桜ノ牧高校との誤情報あり）
5. 政務官就任の具体的な発令日（11月11日内閣発足だが政務官の発令は11月13日の可能性）

総合評価  

記事全体として事実関係は概ね正確で、公式情報源との整合性が高い。特に経歴、選挙結果、役職などの基本情
報は信頼できる。ただし、岡田広氏の生死に関する記述は重大な事実誤認があり、早急な修正が必要。その他の
細かな数値や詳細については、より信頼性の高い一次情報源での再確認を推奨する。
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